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本
日
こ
こ
に
、「
対
馬
丸
慰
霊
祭
」
が

執
り
行
わ
れ
る
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
ま
す
。

　

今
か
ら
七
十
五
年
年
前

の
昭
和
十
九
年
七
月
に
サ

イ
パ
ン
島
が
占
領
さ
れ
、

沖
縄
戦
が
迫
っ
て
い
る
と

判
断
し
た
軍
の
要
請
を
受

け
、
政
府
か
ら
沖
縄
県
の

学
童
、
高
齢
者
、
女
性
を
島
外
へ
疎
開
さ

せ
る
指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
危
険
な
海
を
渡
る
事

へ
の
不
安
と
初
め
て
の
本
土
に
対
す
る
高

鳴
る
気
持
ち
を
胸
に
、
昭
和
十
九
年
八
月

二
十
一
日
、
那
覇
港
か
ら
長
崎
へ
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
翌
二
十
二
日
、
未
来
あ
る
子

ど
も
達
を
乗
せ
た
対
馬
丸
は
、
鹿
児
島
県

悪
石
島
沖
を
航
行
中
に
米
潜
水
艦
の
攻
撃

を
受
け
て
、
海
中
に
没
し
ま
し
た
。
夜
中

の
出
来
事
で
あ
り
、
十
分
足
ら
ず
で
沈
没

し
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
船
内
に
取

り
残
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
学
童
七
八
四
名

を
含
む
一
、四
八
四
名
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

対
馬
丸
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
あ

ど
け
な
い
表
情
の
子
ど
も
達
の
遺
影
を
見

る
度
に
、
ど
ん
な
に
怖
か
っ
た
ろ
う
、
冷

た
か
っ
た
ろ
う
、
と
胸
が
張
り
裂
け
そ
う

な
思
い
に
か
ら
れ
ま
す
。

最
愛
の
親
き
ょ
う
だ
い
と
別
れ
旅
立
っ
た

子
ど
も
達
、
疎
開
さ
せ
る
こ
と
を
決
意
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
御
遺
族
の
無
念
さ
と

深
い
悲
し
み
、
憤
り
は
、
い
か
ば
か
り
か

と
察
し
て
あ
ま
り
あ
り
ま
す
。

　

撃
沈
か
ら
数
日
後
、
奄
美
大
島
の
海

岸
線
に
は
多
く
の
御
遺
体
が
漂
着
し
ま
し

た
。
軍
か
ら
の
箝
口
令
が
敷
か
れ
る
中
、

宇
検
村
に
漂
着
し
た
御
遺
体
は
、
村
民

の
方
々
に
よ
っ
て
手
厚
く
埋
葬
さ
れ
、
ま

た
、
生
き
て
漂
着
し
た
二
十
一
名
の
尊
い

命
は
、
村
民
に
よ
る
必
死
の
救
出
作
業
と

手
厚
い
看
護
に
よ
っ
て
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
光
景
は
あ
ま
り
に
悲
惨
で
思
い

出
す
の
も
辛
く
、
長
き
に
亘
り
語
ら
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
対
馬
丸
撃
沈
事
件

の
悲
劇
を
後
世
へ
確
実
に
伝
え
る
た
め
、

平
成
二
十
九
年
三
月
、
宇
検
村
に
對
馬
丸

慰
霊
之
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
馬
丸
の
犠
牲
は
、
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
、
多
く
の
尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
県
民
の

悲
し
み
と
沖
縄
戦
の
惨
さ
を
象
徴
す
る
大

き
な
事
件
で
あ
り
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い

悲
劇
が
二
度
と
く
り
返
さ

れ
る
事
の
な
い
よ
う
、
こ

の
犠
牲
の
教
訓
を
次
の
世

代
へ
正
し
く
語
り
継
ぎ
、

不
戦
の
誓
い
と
世
界
の
恒

久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
、

今
後
も
全
身
全
霊
を
捧
げ

て
い
く
事
を
こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
対
馬
丸
撃
沈
事
件
で
亡
く
な

ら
れ
た
御
霊
の
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
御
遺
族
並
び

に
御
列
席
の
皆
さ
ま
の
御
健
康
と
御
多
幸

を
祈
念
し
て
、
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　

令
和
元
年
八
月
二
十
二
日

　

今
年
度
慰
霊
祭
に
、
当
初
は
玉
城
知
事
自

ら
ご
参
列
の
ご
意
向
で
し
た
が
、
慰
霊
祭
の

日
程
と
翁
長
前
知
事
を
偲
ぶ
会
の
日
程
が

重
複
し
、
謝
花
喜
一
朗
副
知
事
に
代
理
参
列

と
弔
辞
の
代
読
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
財
団
創
設
以
来
、
今
回
初
め
て
沖
縄
県

知
事
か
ら
弔
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

犠
牲
者
へ
の
深
い
哀
悼
の
言
葉
と
平
和

へ
対
す
る
強
い
決
意
に
遺
族
一
同
深
く
感

銘
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特集　令和元年 対馬丸慰霊祭 8月22日 於：小桜の塔
【対馬丸事件75年、小桜の塔建立65 年、対馬丸記念館開館15周年】
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今年も各地 【                                                 】で                                                   
   対馬丸慰霊祭が執り行われました

那覇市旭ヶ丘公園 / 小桜の塔・十島村悪石島／対島丸霊碑
奄美大島宇検村 / 對馬丸慰霊之碑・広島市比治山 / 船舶砲兵部隊慰霊碑

　

節
目
の
年
に
当
た
る
今
年
も
、
悪
石

島
へ
向
か
っ
て
礼
拝
す
る
「
夜
の
追
悼

式
」を
記
念
館
屋
上
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

沈
没
時
間
の
午
後
10
時
12
分
に
遺

族
・
関
係
者
が
、
金
属
の
折
鶴
を
捧
げ
、

静
か
に
手
を
あ
わ
せ
冥
福
を
祈
り
ま
し

た
。

沖縄タイムス　令和元年 8 月 23 日

県知事弔辞代読／謝花喜一郎沖縄県副知事

遺族代表弔辞／髙良政勝理事長

　

同
所
に
あ
る
船
舶
砲
兵
部

隊
慰
霊
碑
前
で
も
広
島
経
済

大
学
岡
本
貞
夫
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

主
催
に
よ
る
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
、
広
島
在
住
の
遺
族
・
生

存
者
が
集
い
慰
霊
祭
が
営
ま

れ
ま
し
た
。

呉海洋少年団・広島女学院・広島学院による、慰霊の手旗信号、合唱、朗読なども行われました

沈没時間の午後 10 時 12 分に悪石島へ向かって礼拝

沖縄タイムス　８月 23 日

写真提供／岡本貞夫ゼミナール



あおぞら活動でいつも慰霊碑周辺を清掃している、悪石島小中学校
の児童たちも、今日は念入りに慰霊碑清掃に精を出しました

　

奄
美
大
島
宇
検
村
、
十
島
村
悪
石
島
、
両

島
の
慰
霊
碑
に
お
い
て
も
慰
霊
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

八
月
二
十
一
日
、
悪
石
島
で
は
慰
霊
祭
に

先
立
ち
、
悪
石
島
小
中
学
校
の
生
徒
と
、
島

民
有
志
あ
わ
せ
て
45
人
に
よ
っ
て
、
慰
霊
碑

周
辺
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
し

め
や
か
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

八
月
二
十
五
日
、
宇
検
村
の
對
馬
丸
慰
霊
之

碑
前
に
は
、
宇
検
区
民
と
久
志
小
中
学
校
の

児
童
た
ち
に
加
え
、
沖
縄
・
奄
美
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
同
島
を
交
流
訪
問
中
の
沖
縄
県
の

児
童
・
父
兄
な
ど
あ
わ
せ
て
70
人
余
が
参
列

し
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
児
童
た
ち

に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
島
の
皆
様
が
犠
牲
者
御
霊
へ
寄
せ
る
想

い
を
遺
族
一
同
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

参列者全員で黙祷後、津田正廣宇検区長による弔辞が捧げられました

参列者を代表して久志小中学校児童・生徒代表が献花しました

写真提供／（株）国際旅行社

写真提供／悪石島小中学校
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慰
霊
祭
に
お
い
て
、
左
記
の
方
々
か

ら
ご
寄
付
（
御
香
典
）
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。

阿
嘉
広
愛
、
安
次
嶺
紀
美
子
、
安
次

嶺
喜
伸
、
新
垣
美
恵
子
、
池
宮
城
紀

夫
、
伊
佐
成
子
、
石
井
順
子
、
石
垣
ト

ミ
、
石
倉
康
治
、
石
坂
美
砂
、
伊
波
達

也
、
伊
波
博
、
上
原
孝
徳
、
上
原
ト
ミ

子
、
上
原
は
つ
子
、
内
原
貞
子
、
浦
崎

唯
彦
、
大
里 

剛
・
千
代
子
、
大
城
三

重
子
、
大
嶺
順
子
、
翁
長
林
行
、
嘉
数

八
重
子
、
我
喜
屋
敏
子
、
我
喜
屋
芳
子
、

我
部 

昌
宏
、岸
本
幸
秀
、宜
次
富
紹
心
、

金
城
園
子
、
金
城
裕
子
、
金
城
和
子
、

金
城
美
恵
、具
志
清
淳
・
ム
ツ
ミ
・
一
樹
、

具
志
堅
雪
子
、
久
高
将
吉
、
幸
地
長
昌
、

古
波
蔵
伸
子
、
呉
屋
吉
則
、
呉
屋
美
津

子
、
酒
居
安
佐
子
、
島
田
あ
け
み
、
島

尻
英
子
・
光
雄
、嶋
田
玲
子
、新
里
末
子
、

平
良
盛
一
、
平
良
輝
子
、
髙
里
シ
ズ
子
・

盛
友
、
澤
岻
明
、
髙
良
英
一
、
髙
良
久

子
、
武
富
園
子
・
明
夫
、
立
津
ツ
ル
子
、

玉
城
京
子
、
玉
城
博
江
、
玉
那
覇
有
健
、

知
名
美
智
子
、
知
念
幸
子
、
都
築
さ
つ

き
、
津
波
古
敏
子
、
渡
嘉
敷
初
子
、
渡

久
山 

久
子
、渡
名
喜
元
嗣
、仲
順
幸
子
、

仲
宗
根
明
美
、
仲
宗
根 

正
、
長
堂
嘉

一
、
仲
間
初
子
、
長
嶺
美
代
子
、
長
嶺

成
悦
・
澄
子
、
仲
村
清
、
仲
本 

江
利
子
、

中
山
き
く
、
中
山
肖
子
、
名
城
幸
子
、

西
原
洋
子
、
新
田 

信
雄
、
浜
崎
盛
久
、

早
川
尚
江
、
比
嘉
正
輝
、
東
盛 

キ
ヨ

子
、
比
屋
定
輝
子
、
比
屋
定
弘
子
、
藤

原
房
子
、
外
間
公
也
、
堀
内
雪
子
、
真

栄
里
勝
枝
、
真
栄
城
嘉
訓
、
真
栄
城
嘉

愛
、
真
志
喜
保
、
又
吉
治
子
、
又
吉
正

子
、
宮
城
壮
成
、
宮
里
和
子
、
宮
里
善

一
、
屋
比
久
嘉
光
、
山
川
敏
江
、
山
里

典
子
、
山
入
端
真
弓
、
與
古
田 

清
正
、

湧
川
祐
一
、
大
嶺
松
雄
、
當
間
淳
子
、

本
村
ツ
ル
、
仲
井
眞
勇　

加
治
実
知
子

（
護
国
神
社
）、
玉
城
優
江
（
立
正
佼
成

会
）、
嘉
数
真
理
、
玉
城
節
子
、
謝
花

澄
子
、上
江
洲　

夏
子
、早
川
尚
江
（
倫

理
）
女
師
・
一
高
女
ひ
め
ゆ
り
コ
ー
ラ

ス
一
同
（
代
表
与
儀
毬
子
）、
大
嶺
雪

子
、
當
間
栄
安
、
西
岡
利
美
、
有
限
会

社
デ
ィ
ー
ラ
ン
ド
（
平
田
久
雄
）、
久

高
康
良
、
普
久
本
安
盛
、
新
城
美
由
紀
、

中
田
美
寿
代
、
福
永
忍
、
三
ッ
松
誠
、

宮
城　

恵
美
子
、
富
村
朝
喜
、
上
江
洲

仁
吉
、
新
里
律
子
、
上
門
根
美
、
照
屋

ヒ
デ
、
仲
本
澄
子
、
宮
良
敏
子
、
宮
里

須
恵
子
、
漢
那
裕
子
、
仲
本
和
男
、
藤

田
美
枝
子
、
国
吉
眞
惇
、
宮
里　

昇
、

宮
城
玲
子
、
當
間
淳
子
、
小
波
津
隆
、

阿
嘉
宗
徹
、
無
記
名
、
糸
数
慶
子
、
儀

間
光
男
、
外
間
盛
善
、
長
沼
克
宗
、
上

原
妙
、
比
嘉
正
詔
、
浦
崎
唯
昭
、
渡
名

喜
元
嗣
、
謝
花
奈
津
子
、
瑞
慶
山
良
和
、

上
原
清
、
髙
良
桂
子
、
嘉
数
昇
明
、
下

地
さ
と
み
、
新
垣
昌
頼
、
源
河
圭
一
郎
、

（
公
財
）
沖
縄
県
女
師
・
一
高
女
ひ
め

ゆ
り
平
和
祈
念
財
団
、
岸
本
麗
子
、
新

里
朝
子
、
新
里
真
美
子
、
髙
良
政
勝
、

渡
口
真
常
、
糸
数
武
、
崎
原
盛
吉
、
野

原
嘉
孝
、
津
嘉
山
信
行
、
照
屋
恒
様

（
以
上 

順
不
同
）
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第
32
回
特
別
展
　
対
馬
丸
75
年
の
想
い

　
　
　
　

8
月
22
日
（
木
）
〜
9
月
29
日
（
日
）

大
城
立
裕 

原
作
新
作
組
踊「
海
鳴
り
の
彼
方
」を

子
供
を
中
心
に
改
題  「
対
馬
丸
」
と
し
て
公
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
13
日　

北
谷
町

沖縄タイムス　8 月 4 日

　

対
馬
丸
撃
沈
か
ら
75
年
、
慰
霊
碑

小
桜
の
塔
65
年
、
そ
し
て
対
馬
丸
記

念
館
開
館
か
ら
15
年
。
75
年
の
出
来

事
を
た
ど
り
な
が
ら
、
遺
族
、
関
係

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
収
蔵
品
」
を

公
開
し
、
今
を
生
き
る
人
び
と
へ
、

そ
の
想
い
を
伝
え
る
展
示
を
行
い
ま

し
た
。
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第
1
回
平
和
教
育
担
当
者
研
修
会

　

5
月
9
日(

木)

に
実
施
し
た
今
年

度
1
回
目
の
研
修
会
に
は
50
名
の
教
員

が
参
加
。
記
念
館
の
活
用
方
法
等
を
紹

介
し
、
館
内
の
展
示
や
、「
小
桜
の
塔
」

を
は
じ
め
と
す
る
記
念
館
周
辺
に
建
立

さ
れ
て
い
る
沖
縄
の
歴
史
・
文
化
・
平

和
に
関
す
る
碑
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
本
研
修
会
に
は
初
め
て
記
念
館

へ
来
館
さ
れ
た
教
員
が
多
く
、
6
月
の

平
和
月
間
前
に
、
改
め
て
記
念
館
の
活

用
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
学
ん
だ
こ

と
を
6
月
の
平
和
月
間
に
活
か
し
て
い

き
た
い
」「
初
め
て
来
館
し
た
の
で
、

今
後
は
ぜ
ひ
活
用
し
て
み
た
い
と
思
っ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

第
2
回
平
和
教
育
担
当
者
研
修
会

　

5
月
に
引
き
続
き
、
8
月
1
日(

木)
に
実
施
し
た
今
年
度
2
回
目
の
研
修
会

に
は
50
名
の
教
員
が
参
加
。
那
覇
市
歴

　

平
成
25
年
度
よ
り
那
覇
市
教
育
委
員
会
と
共
催
で
開
催

(

平
成
28
年
度
よ
り
年
2
回
開
催)

し
て
い
る
、
那
覇
市
立

小
中
学
校
53
校
の
平
和
教
育
担
当
教
員
を
対
象
と
し
た
「
平

和
教
育
担
当
者
研
修
会
」
を
今
年
度
も
5
月
と
8
月
に
実

施
し
ま
し
た
。

史
博
物
館
の
外
間
政
明
学
芸
員
に
よ
る

「
沖
縄
戦
前
夜
と
那
覇
で
の
戦
闘
」
と
題

し
た
講
話
や
、
上
山
中
学
校
の
屋
比
久

り
か
子
教
諭
と
城
北
小
学
校
の
仲
程
夢

斗
教
諭
に
よ
る
平
和
学
習
の
実
践
発
表
、

各
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
沖
縄
戦
の
知
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
平
和
学
習
を

行
う
か
、
取
り
組
み
や
課
題
等
を
共
有

令和元年度

那覇市内全小中学校平和教育担当者研修会

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
那
覇
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
学
ぶ
こ
と
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
」「
小
中
様
々
な
取
り
組
み
が
聞
け
て

良
か
っ
た
。
次
年
度
へ
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

沖縄県主催　第 2 回対馬丸平和学習交流事業

琉球新報　8 月 25 日

展示説明／第 1 回

展示説明／第 1 回 慰霊碑・顕彰碑見学／第 1 回

那覇市歴史博物館外間学芸員による沖縄戦講話／第２回

意見交換会／第 2 回 城北小仲程教諭による実践報告／第 2 回 上山中屋比久教諭による実践報告／第 2 回
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つしま丸児童合唱団便り

4
月
27
日(

土)　

小
桜
の
塔
・
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚

　

5
月
5
日
の
子
供
の
日
を
前
に
、
支

援
者
の
皆
様
か
ら
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

鯉
の
ぼ
り
を
、
今
年
も
つ
し
ま
丸
児
童

合
唱
団
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に
掲
揚
し

ま
し
た
。
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
元

気
よ
く
、
こ
い
の
ぼ
り
の
歌
を
奉
納
合

唱
し
ま
し
た
。

5
月
25
日(

土)　

令
和
元
年
度
つ
し
ま
丸
児
童
合
唱
団
結
団
式

　

令
和
年
代
は
じ
め
て
の
、
合
唱
団
結

団
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
で
発
足
8

年
目
を
迎
え
た
、
合
唱
団
の
活
動
紹
介

や
先
生
方
か
ら
お
話
の
あ
と
、
元
気
よ

く
英
語
あ
そ
び
や
合
唱
を
行
い
、
今
年

度
の
活
動
に
向
け
て
心
を
一
つ
に
し
ま

し
た
。

(

9
月
21
日
現
在
の
団
員
数
は
18
名)

6
月
23
日(

日)　

令
和
元
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

　

沖
縄
県
平
和
祈
念
公
園(

糸
満
市
摩

文
仁)

に
て
執
り
行
わ
れ
た
沖
縄
県
主

催
の
「
令
和
元
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼

式
」
に
参
列
し
、
献
花
の
時
間
に
合
唱

を
行
い
ま
し
た
。「
涙
そ
う
そ
う
」「
月

桃
」「
ビ
リ
ー
ブ
」「
い
の
ち
の
歌
」「
ね

が
い
」「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い
」
を
那

覇
少
年
少
女
合
唱
団
と
一
緒
に
歌
い
、

会
場
が
子
供
た
ち
の
心
温
か
く
優
し
い

歌
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

8
月
22
日(

木)　

令
和
元
年
度
対
馬
丸
慰
霊
祭

　

小
桜
の
塔
に
て
執
り
行
わ
れ
た
「
令

和
元
年
度
対
馬
丸
慰
霊
祭
」
に
て
、
OB

や
那
覇
少
年
少
女
合
唱
団
、
那
覇
青
少

年
舞
台
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
生
徒
た
ち
と
一

緒
に
、「
小
桜
の
塔
の
歌
」「
海
の
子
守

唄
」「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

歌
を
通
し
て
、
対
馬
丸
犠
牲
者
へ
平
和

を
約
束
す
る
と
と
も
に
、
５
０
０
名
を

超
え
る
参
列
者
へ
平
和
の
心
を
届
け
ま

し
た
。合

唱
団
団
員
募
集
！

つ
し
ま
丸
児
童
合
唱
団
に
興
味

が
あ
る
！
歌
が
上
手
く
な
り
た

い
！
楽
し
く
英
語
を
学
び
た

い
！
と
い
う
お
子
様
が
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
見
学
・
体
験

に
き
て
く
だ
さ
い
♪

活
動
日
：
毎
週
土
曜
日

 

9
時
〜
11
時
45
分

(

9
時
〜
10
時
：
英
語
あ
そ
び

　
　

10
時
〜
11
時
45
分
：
合
唱)

活
動
場
所
：
対
馬
丸
記
念
館

対
象
：
小
学
生

　
　

  （
1
年
生
〜
6
年
生
）

年
会
費
：
１
０
０
０
円

※
活
動
が
お
休
み
又
は
活
動
場

所
が
若
狭
小
学
校
の
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

当
館(

電
話
：
０
９
８-

９
４

-

３
５
１
５)

へ
ご
連
絡
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記念館周辺の清掃活動もしました

こいのぼりを掲揚後仲良く並んでハイポーズ 対馬丸慰霊祭（右上）や沖縄全戦没者追悼式で自慢の美声を披露しました

英語あそびは英語のアクティビティーが楽しいんです

今年も新たな活動の開始です
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イ
ベ
ン
ト 

・
行
事                                       

□
5
月
9
日

令
和
元
年
度
第
1
回
那
覇
市
内
全
小

中
学
校
平
和
教
育
担
当
者
研
修
会

□
8
月
1
日

令
和
元
年
度
第
２
回
那
覇
市
内
全
小

中
学
校
平
和
教
育
担
当
者
研
修
会

　

恒
例
と
な
っ
た
那
覇
市
内
全
小
中

学
校
平
和
教
育
担
当
者
研
修
会
が
今

年
も
5
月
と
8
月
の
2
回
実
施
さ
れ

ま
し
た
。（
本
文
6
ペ
ー
ジ
上
段
記
事

参
照
）

□
6
月
５
日

令
和
元
年
度
第
1
回
通
常
理
事
会

　

記
念
館
に
て
第
1
回
通
常
理
事
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
と
そ
れ

に
伴
う
決
算
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
新
人
事
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

事
務
局
長　

枝
川
健
治

解
任
（
退
職
）
鉢
嶺
清
典
／
事
務
局
長

（
敬
称
略
）

□
6
月
19
日

令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会

令
和
元
年
度
臨
時
理
事
会

　

記
念
館
に
て
今
年
度
の
評
議
員
会

が
行
わ
れ
、
事
業
報
告
・
決
算
報
告

が
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
任
期
満
了
と
な
っ

た
全
理
事
の
選
任
手
続
き
に
入
り
、
新

任
、
異
論
な
ど
な
く
前
期
理
事
全
員

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

評
議
員
会
終
了
後
、
引
き
続
い
て

臨
時
理
事
会
が
行
わ
れ
、
役
員
選
出

の
手
続
き
に
入
り
、
現
三
役
（
理
事

長
髙
良
政
勝
、
副
理
事
長
渡
口
眞
常
、

常
務
理
事
外
間
邦
子
）
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

移
行
後
の
対
馬
丸
に
ま
つ
わ
る
75
年
の

出
来
事
を
振
り
返
る
展
示
を
行
い
ま
し

た
。（
本
文
5
ペ
ー
ジ
上
段
記
事
参
照
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

□
7
月
21
日       

沖
縄
県
主
催　

第
2
回
対
馬
丸
平
和
学

習
交
流
事
業
事
前
学
習
受
け
入
れ

　

沖
縄
県
主
催
の
、
第
2
回
対
馬
丸
平

和
学
習
交
流
事
業
へ
の
参
加
者
を
対
象

に
、
沖
縄
戦
や
対
馬
丸
事
件
へ
の
知
識

を
深
め
る
た
め
、
事
前
学
習
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
奄
美
大
島
宇
検
村

の
久
志
小
中
学
校
の
児
童
と
の
交
流
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
同
村

に
慰
霊
碑
が
で
き
た
経
緯
や
対
馬
丸
事

件
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

（
本
文
6
ペ
ー
ジ
に
同
島
訪
問
新
聞
記

事
掲
載
）

□
８
月
22
日

記
念
館
開
館
十
五
周
年
記
念
表
彰
式　

　

開
館
十
五
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
遺
族
会
・
記
念
館
活
動
の
中
で
顕
著

な
功
績
を
挙
げ
た
方
々
に
対
し
て
感
謝

状
を
贈
呈
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
ま
し

た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
27
氏
、

5
団
体
で
す
。（
敬
称
略　

順
不
同
）

阿
嘉
宗
徹
、
伊
志
嶺
豊
和
、
糸
数
裕
子
、

池
宮
城
晃
、
上
原
清
、
大
嶺
正
次
郎
、

親
泊
良
子
、
垣
花
奉
頌
会
、
久
高
將
吉
、

斉
藤
幸
江
、
謝
花
寛
営
、
新
里
朝
子
、

平
良
啓
子
、
高
里
千
穂
子
、
玉
城
祐
子
、

照
屋
寛
、
當
間
栄
安
、
泊
先
覚
顕
彰
会
、

西
岡
利
美
、
真
栄
城
修
、
又
吉
治
子
、

宮
城
淳
、
宮
城
清
志
、
村
吉
正
行
、
医

療
法
人
陽
心
会
大
道
中
央
病
院
、
上
原

徹
、
名
幸
俊
海
、
山
里
典
子
、
上
山
中

学
校
、
上
山
中
学
校
剣
道
部
、
遠
藤
昌

孝
、
金
丸
鋼
造

□
6
月
23
日

平
和
の
詩
の
朗
読
会
２
０
１
９

　

今
年
も
慰
霊
の
日
に
合
わ
せ
て
、
那

覇
青
少
年
舞
台
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
、

歌
と
踊
り
で
対
馬
丸
と
平
和
を
伝
え

ま
し
た
。

雨
天
の
た
め
一
階
ホ
ー
ル
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
し
た
が
、
来
館
者

が
食
い
入
る
よ
う
に
観
劇
し
て
い
る

の
が
印
象
的
で
し
た
。

□
８
月
３
日

北
谷
町
平
和
推
進
祈
念
・

組
踊
上
演
三
百
周
年
記
念
企
画

対
馬
丸
記
念
館
開
館
十
五
周
年
記
念

「
組
踊
対
馬
丸
」
制
作
発
表
会

　

芥
川
賞
作
家
大
城
立
裕
先
生
の
新

作
組
踊
「
海
鳴
り
の
彼
方
」
を
原
案
と

し
た
組
踊
「
対
馬
丸
」
の
記
者
発
表

会
が
、
北
谷
町
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ

ン
タ
ー 

カ
ナ
イ
ホ
ー
ル
に
て
開
か
れ

ま
し
た
。
同
町
在
住
の
児
童
・
生
徒

を
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト
に
ベ
テ
ラ
ン
の

立
方
を
交
え
て
同
公
演
へ
の
抱
負
を

力
強
く
子
供
た
ち
が
発
信
し
ま
し
た
。

当
館
も
公
演
の
冠
と
後
援
団
体
と
し

て
協
力
い
た
し
ま
し
た
。（
本
文
5

ペ
ー
ジ
下
段
新
聞
記
事
参
照
）

□
8
月
22
日
〜
9
月
29
日

第
32
回
特
別
展

「
対
馬
丸
75
年
の
想
い
」
対
馬
丸
撃
沈

〜
対
馬
丸
記
念
館
開
館
〜
そ
し
て
現
在

　

毎
年
慰
霊
祭
に
あ
わ
せ
て
、
開
催
す

る
特
別
展
で
す
が
、
今
年
は
対
馬
丸
撃

沈
か
ら
75
年
、
小
桜
の
塔
建
立
か
ら

65
年
。
そ
し
て
対
馬
丸
記
念
館
開
館

か
ら
15
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
遺

族
会
と
し
て
の
歩
み
と
、
財
団
へ
の

□
８
月
22
日

新
規
遺
影
掲
示
式

　

慰
霊
祭
に
先
立
ち
、
昨
年
度
新
た

に
寄
贈
さ
れ
た
遺
影
の
掲
示
を
行
い

ま
し
た
。

　

掲
示
さ
れ
た
遺
影
は
、
新
垣
恵
美

子
、
伊
波
興
和
、
島
袋
正
一
、
島
袋

勝
雄
、菅
田
芳
治
の
以
上
5
名
（
4
枚
）

で
す
。

ご
寄
付

□
香
典
返
し

新
里
叡
様
よ
り
亡
父
新
里
清
篤
さ
ん

（
元
対
馬
丸
遭
難
者
遺
族
会
長
）
の
年

忌
法
要
の
香
典
返
し
。

久
場
富
子
様
よ
り
亡
母
屋
宜
信
子
さ

ん
（
生
存
者
）
の
香
典
返
し
。

□
6
月
28
日　

　

石
坂
美
砂
様
よ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演

収
益
金
よ
り
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

□
8
月
22
日　

　

た
か
ら
歯
科
様
よ
り
慰
霊
祭
に
お
い

て
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

□
3
月
1
日
〜
□
9
月
30
日

又
吉
康
男
、
湧
川
秀
子
、
嘉
数
昇
明
、
謝

花
奈
津
子
、
那
覇
市
立
神
原
小
学
校
、
那

覇
市
立
大
道
小
学
校
、
比
嘉
幸
子
、
石
坂

美
砂
、
上
原
修
、
野
原
峯
子
、
長
嶋
和
人
、

鹿
島
令
子
、
土
肥
義
胤
、
斎
藤
幸
江
、
佐
々

弘
美
、
喜
名
美
優
、
山
口
郷
子
、
ぶ
ど
う

の
木
保
育
園
、
平
良
啓
子
、
中
本
福
祉
会

（
光
の
子
保
育
園
）、
宮
城
初
枝
、
一
般
財

団
法
人
泊
先
覚
顕
彰
会
、
宮
城
良
枝
、
賀

数
稔
、
勝
村
里
美
、
河
田
真
智
子
、
當
間

嗣
朝
、
柴
田
一
郎
、
新
垣
匡
子
、
柴
原　

智
幸
、
長
田
正
明
、
中
村
直
子
、
松
田
き
く
、

福
田
健
、
比
嘉
涼
葉
、
比
嘉
い
ず
み
、
岸

本
勝
次
、
苅
部
弘
達
、
斉
藤
幸
江
、
猿
木

弘
一
、
松
本
和
、
宇
良
宗
浩
、
亀
田
明
子
、

近
藤
習
子
、
高
橋
ミ
エ
子
、
饒
平
名
秀
昌
、

オ
オ
ギ
カ
ズ
ユ
キ
、
田
中
順
一
、
渡
口
美

子
、
立
正
佼
成
会
沖
縄
教
会
、
羽
角
淳
一
、

甲
斐
真
由
美
、
新
川
善
哲
、
御
幡
眞
理
、

安
次
富
百
合
子
、
外
間
ゆ
き
、
梛
木
勝
義
、

本
村
つ
る
、
中
園
博
文
、
真
栄
城
修
、
名

城
悦
子
、
外
間
宏
正
、
金
城
千
代
子
、
あ

い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会

社
、
島
谷
敦
子
、
太
田　

恭
子
、
島
袋
誉
之
、

島
袋
哲
英
、
島
袋
侑
哲
・
則
子
、
宮
城
栄
孝
・

世
志
子
、
西
原
良
信
・
ミ
ド
リ
、
金
子
秀
夫
、

髙
良
美
代
子
、
川
崎　

久
子
、
徳
元
め
り

子
、
儀
間
剛
・
秀
子
、
末
吉
桂
太
郎
・
藤
乃
、

村
上
弘
行
、
高
嶺
し
げ
子
、
仲
松
学
・
か

お
り
、
楠
本
文
郎
、
長
井
幸
一
、
莿
木
和
代
、

比
嘉
恵
子
、
上
原
庸
子
、
つ
し
ま
丸
合
唱

団
講
師
（
高
里
・
友
利
・
長
嶺
）
同
英
語

講
師
（
平
良
・
春
山
）、
松
木
路
子
、
武
田

克
彦
、
酒
光
幸
子
、
山
城
清
昌
、
渡
名
喜

洋
三
、
石
谷
倫
子
、
松
本
勝
幸
、
池
原
貴

美
代
様
、（
順
不
同
）
以
上
の
方
々
か
ら
ご

寄
付
を
頂
戴
い
た
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

﨑
山
真
智
子
、
上
原
レ
イ
子
、
宮
里
由
希
、

大
湾
一
郎
、
重
田
辰
弥
、
美
知
子
ナ
ビ
ン

ジ
ャ
ー
、
仲
間
康
雄
、
与
座
ヨ
シ
、
宮
里

正
男
、
外
間
邦
子
、
伊
佐
智
子
、
髙
良
桂

子
、
山
城
正
子
、
上
江
洲
仁
亀
、
山
里
典

子
、
我
喜
屋
敏
子
、
廣
瀬
重
之
、
安
藤
和

枝
、
湧
川
秀
子
、
許
田
千
恵
子
、
平
良
啓
子
、

早
乙
女
良
一
、
山
加
恵
津
子
、
末
吉
藤
乃
、

加
守
田
サ
チ
、
加
守
田
美
恵
、
島
袋
文
雄
、

兼
元
和
子
、
浅
野
秀
男
、
道
広
良
子
、　　

正
継
、
川
口
勝
、
坂
本
祐
子
、
一
般
財
団

法
人
兵
庫
県
遺
族
会
、
神
谷
嘉
代
子
、
羽

太
勝
子
、
上
原
節
子
、
大
森
節
子
、
天
笠
茂
、

 


